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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　bi助窺要な徽1なはたしており⑦⑥，このThr・My．

　　　　　　　　　緒　　習　　　　　　　　　　　　binの生1粛および内園臨トvンポプラスチソの形成過

　血小板はlfl1液凝固機序に関連1．た種々の園子を禽ん　　　程にほ11iL液凝圃因子が剛ピ｛iに関趨してくる。

でおり，又止血機磯ならびに血栓形茂に際しては機　　　　上述の如く．1ゴ［L小糎はd二血機構’ts　Pr，びに血織形成に

雑多岐にわたる重要な役罰を瀕じている。すなわち小　　　際して重要な役割をほたしており，その機能とし『ご

」血管あるいは血管内膜が障イllトされるとlf【1小板はその部　　　は，障碍」飢瞥壁ならびに異物面に対する粘1雪能、　If［L小

位に選択的に集積してその内皮に粘蒲し，さらに相ヱll　　板桐互の凝li縫能，　viscous　metarnorphasis　IftL小板

に凝藥して凝集塊を作り，いわゆるilll小板1丘1栓を形成　　　凝血悶子特に血小板第3因子，　clot　retraction、血

して損傷部を彼覆する。この最初の血小板J而醗は受傷「　　管ll又縮作用等が注料されでいる。著者はll漁ならびに

後数秒内に形成され血液に対しては透過愉で　…応の　　拍醗形成のFt」・期過程に二｝δける血小叛の作用に注目し，

応急的修復にすぎないが，ついでこのi虹小板血極は不　　　その機能特に粘着能を中・心として検討した。粘糊盤il虹

可逆性の形態1腰化を鮒，いわゆる・iSC…me一　小板の測驚灘関しては数多くの職儲⑨⑩⑪⑫⑬

tamorphosisを起こして血液凝固に必要な困子を放　　　⑭があるが，著春はHellem⑯の方法に準じ一部改変

出し，更にFibrin形成ならびにclot　retractionを　　　して‘爽施し，次の諸点について検討した。すなわち，

趨こして止血作用は強化される。　　　　　　　　　　　　（1）各種疾患における＊li着牲血小板の態度につ

　この止血ならびに血栓形成の早期過程における」血小　　　いて。

板Utth中にはフイプリ。は認められず①，姓天撫　　（2）輿験的に顯を用いて急性融および欄卑術

フイブリノーウ・ソ血症瀦の出血時間は正暢であり⑨　を行ない一過性血小板増鋤魏せしめ，ifn・・j・板の新

③④，先天憔凝血因子欠乏症患糖でも出血時閲は正　　生とその粘藩能との関係について。

常値を示す⑥ことが認められており，更にラットを　　　（3）犬総頸鋤豚を用いて通鷹法によりlt【L栓を膨成

Dicumaro1あるいはヘパリソで処置しても小1血管の　　　し血管内皮の荷電状態の変化と血小｛畑1掻形成との

損傷部位における血小板血撫の形戒には興常なく①，　　　関係について。，

又C瓢wenbe遠e等⑥はDicumarQlで処羅した家　　　（4）溶並L液rl・1には種々の凝血因子カミ含まれてお

兎においてもその半数に軽度の出面峙間の延長をみた　　　り、又生体内傑漁に際しては1側発症の発盈や逆に幽迎

にすぎないと報告している。これらの事ii罐より，小ltn　　傾向の出現が知られているが，その原因を知る目的

管の撮陽に際しての初期のlfiL小板血樵の形成にょる止　　　で，溶ll砿液の静注および蒸溜水の静注，不適舎輸i勲こ

血機構には，血液凝固因子の関与よりもむしろ血L小板　　　より生体内溶血しを惹起せしめ，それらの粘蕊性血小板

が第L一次的役割をはたすものと考えられ掻。っいで血　　　におよぼす影響について。

小板血栓はviscous　metamorphosisを起こし，血　　　　（5）　高脂血症状態殊に高級飽和脂肪酸を多く奮む

小板原形質内の顯粒中に存在する血小板第3因子が放　　　動物憾脂肪摂取による血液凝固憐の克進や1血醗形成傾

出されて内因性トロンボプラスチンの形戒が始まり，　　　向に関しては数多くの研究報告があり，三只血小板中に

璽にFibrin形成およびclot　retrac七ionがおこり止　　　多量に含まれるセPトニソの止∫血L磯構における意義に

血作用の強化が進むが，この過程においてほThrom一　　ついても級々検討されている。著者は家兎を用いて，
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バルミチン酸の静注，ならびにセロトaンの筋注によ　　　（2）掬血Lより測定迄の時間X．e－一’定にする琳。

り粘着性∬凪小板におよぼす影響について検討し，以上　　　　（3）　itll小板を接触させる異物而の面積は一定であ

の諸点につき若干の知見を褐たので報告する。　　　　　　る購。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）　jf且小板と異物面との閻の接触時1閏は一定であ

　　　　　　　　　実験方法　　　　　　　　　　　　り，且つ適切な畏さである事。叉異物面としては，＿

　1・血小板数の測定法：血小板数の測定法に関して　　般にその調逮および洗瀞の安易な点よりガラス表面が

は従来数多くの方法ならびにその変法が考案されてい　　　用いられている。

るが，いずれもその測定値は算定法により，あるいは　　　　以上の条件を満たす方法として，Hellem⑮はブラ

同一算定法でもその術者によりかなり異なつた値が報　　　スチツク管に一定盤のガラス蕊を満したガラス薫円柱

告されておりtすべての面で満足すべぎ条件を具え免　　　を作製し，ザトラートを用いて採血した血液を蹴気的

測定法は未だ確立されていない状況にあるが，血漿中　　　に動かす様に考案した装胤を用いて，このガラスヨ三円

より1血小板を卸定する方法として考案されたHeエlern　　柱に一驚の速度で一定時間内に通過させ，通過煎俵の

によるNygaardの力法の変法⑯では」ftt小板の粘着　　J血小板数を測窺し，その豊を糊網三1血レ」、板数とし，

性，凝集性，崩壊憶等の影響が少なく，N稀釈液rlドで　　　粘蒲率は璽聯膿鐸塾×エ〔loで衷わされゐ。著潜はこ

の1fiL小板は数時間にわたつてその形態ならびに数がほ　　　のHellemの方法に準じ一部改変して測定した。す

ぼ一定に保たれている事が認められており，この方法　　　なわち，1血L液をガラスヨ三円柱に通過させるに際し手動

に準じて鎌：定した。　　　　　　　　　　　　　　　でも十分にその条件を満足させうる鄭，接触時闘窃30

　　　爽験材料　　　　　　　　　　　　　　　　　　秒とし，ガラスM円相三作製の一部な簡略化した。

　（1）　3．13％クPtン酸ソータ，溶液　　　　　　　　　　　　　　　　実験材擁斗

　（2）　シリコン処理した191泌および20m6の目盛付　　　　（1＞3．13％チトラー1・液

　　　試験管　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）　シリコン処理した淀耐器および注射針

　（3）　シリ盟ソ処理した竈細管ピペツト　　　　　　　　（3）　ガラス玉円独の作製：図1に示す如く内径

　（4）　BUrker　TUrk氏計鋒板　　　　　　　　　　　　5％侵さ約20cMのプラスチツク管（A）1本，およ

　（5）位相差顕微鏡　　　　　　　　　　　　　　　　び内径3㎜，外径5繊，長さ約5　cmのプラスチック管

　　　実　　施　　　・　　　　　　　　　　　　　　　（B）2本を準備し，（B）の上端をナイロン製布で覆

　（1）　あらかじめ実験材料（2）の目盛付試験管に　　　い接蒋剤をつけて（A）の下端に挿入し，（A），（B）

3．13％クmノ酸ソーダ溶液19η6を入れておき，これに　　両管の接合部からの液体の漏出がない様に十分接合

シリコン処理した注射器および注辮針を用いて上fiL液　　　する。ついで慮径0．5灘のガラス董を正確に5チ計り

1麗を採血して混合し，上端をパラフィンで覆い，試　　　（A）の上端より注入し，その上端を下端の場合と同

験管を静かに10回転倒混和する。　　　　　　　　　　　様にナイPt　：・製布で覆つた（B）のプラスチツク管を

　（2）　この試験管を塞猛で2～3時間卓上に静置　　挿入して接蒲剤で十分接合する。

し，赤血球の沈降を待つ。　　　　　　　　　　　　　　　　　実　　施　　　　　　　　　　　　　　　　　L

　（3）　得られた上清を毛細管ヒ゜ベツトを用いて計算　　　　（1）　シリコン処理注射羅に3・13％チトラート液

板に入れる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　meをとり，被検者の肘静豚より10認採1自正し一卜分和混

　（4）　ついで。計算板を湿潤察に入れて30分間静匿　　　し室温に静置する。

し，血小板の沈降を待つ。　　　　　　　　　　　　　　（2）J2分後被検血液の血小板数を2回測建し平均

　（5）位相差顕微鏡を用い，400倍にて全区劃中の　　値をとる。

血小板数を数え，得られた値を200倍する。　　　　　　　（3）更に採血後15分後，ガラス玉円柱の下端に注

　2，粘着性血小板の測定：粘着性血小板の測定法に　　射器を接続し，注射筒を押して血液を流出させ，．血液

関しては数氏により報告されているが⑨⑩⑪⑫⑱⑭，　　　がガラス玉円憧の下端に達した時にストツブウォッチ

いずれにしてもiエ1vitroにおける測定にあたつては　　　を発動し，正確に30秒間に血液1認を流出させる速度

次の条件を備足しなければならない。すなわち，　　　　でガラス玉円柱を通過させる。このガラス玉円柱を通

　（1）非生理的因子である抗凝國剤の使用はさけら　　過させた血液中の血小板数を測箆する。陶様の操作を

れず，従つて抗凝固剤は血小板の形態および機能に対　　、他のガラスヨ三門柱を用いて繰り返して行ない，両者の

して最も影響の少ないものを選択しなければならな　　　JllL小板数の平均値をガラス玉円柱通過後の血液中の血

い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小板数とした。
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図1　　　粘着性血小板測定用腸具

　　　　　　’t　　　　　　灘　ガラス玉
20c．c　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I｝

19c・a　・・　　　　　　　塗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナイロン布
3、13％
づ」トラート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13）　　　　　　　　　、

注射筒

で表わされる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No，

　3．」血小板第3因子測定法：Biggs＆Douglas⑯

のトロソポプラスチン形成試験により測定した。　　　　　　1

　4．Thrombelastograph：Hellige　trのThromb－　　　2
elastograph　Model　2601　Dを使用し，原法⑰に従　　　　3

つた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4

　5．血餅収縮力：クmン酸1血漿0．2麗にトPtソビソ　　　5

溶液0，1m6を加え，更に蒸溜水を加えて全盈を2彬と　　　　6

し，2時間，37・Cの面融内に躍した後血餅を除　7

まし，残りの液体部分の全鐙（0・2mのに対する割合を

％で示した。

　6．凝固因子の測定

（・）全蝋醐間1・Lee－－Whit・法⑮　　　12
　（2）血漿プロトロンビン量：松ma　一段法⑲　　　　　　13

　（3）第V因予活幌：Wolf法の荻原変法⑳　　　　　　14

　（4）　第町園子活性：Koller法⑳　　　　　　　　　　15

　（5）　トロンボブラスチソ形成試験：Biggs－・Dou－　　　16

glas法に多少の改変⑳を加えて行なつた。　　　　　　　17

（6）ブイブ〃＿ゲ囑，Ty，Q，in。法⑳　　　18

　（4）従つて（2）および（3）のal；・小板数の差が　　　表1　　　健膿威人の粘着性1向t小板

構性血小轍を示し・縮恥鼠讐趨織欝×・・o
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酬鮪血小撒盈灘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×103　　　　　）く103

∫flL小板

粘着率
　　　％

　　　　　　　　　実験成綬　　　　　　　　　　　　20

　　　1，正常人に．おける粘着性血小板（表1）

　健康成人男女各10例における粘着性血小板数は4，　O　　滅退を示し，ifn小板数，血小板第3因子作用，凝周時

×　104　．・v18・　2X　104，平均9・3×1e4，粘着率は25．7・w　　　間，凝固因子等には異常を謝めなかつたGlanzmann－

67．8％平均40．5％を示した。　　　　　　　　　　　　Negeli型血小板無力症の一例における血小板の粘蔚

　　　2．各種疾患における粘着性血小板（図2）　　　　率は0．4％であつた。治療効果を検討するため（表2），

　　1）血液疾患　　　　　　　　　　　　　　　　　先ず新鮮煎口00彫を輸血した場合には，粘着率は5時

　出血時間の延長d血餅退縮能および毛細血管抵抗の　　　間後8．8％と軽度の増加を見たが，更に／00xlO4／励

1 6 25 280．4 1【9，3 38．9

2 8 18 256．0 ユ24．4 48．6

3 ♂ 22 136．9 40．O 29．2

4 ＄ 30 232．7 158．0 67．8

5 ＄ 29 255．8 93．1 36．4

6 ♂ 29 235．8 86．7 36．7

7 ♂ 43 207．1 53．3 25．7

8 ♂ 54 216．6 60．4 27．3

9 ♂ 33 292．4 181．．8 62．1

10 ♂ 48 185．8 9工．8 49．4

11 ♀ 21 284．4 74．7 36．2

12 ♀ 23 279．6 139，コ， 49．7

13 ♀ 29 212．0 70．7 33．3

14 ♀ 25 245．3 66．7 27．1

15 孚 32 297．6 97．3 32．7

16 ♀ 22 248．9 73．3 29．4

17 ♀ 23 224．2 85．4 38．1

18 ♀ 19 188．9 ユ20．2 63．6

19 ♀ 21 167．8 57．3 34．0

20 ♀ 23 198．2 98．8 45．2
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図2　　　　各種疾患における粘蒲性lin小板
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2　　　　　　治療の粘蒋性1rlt小板に紺する影響

學

療前
鮮血100nd輸上血後5時間後

小板浮遊液50紹輸血後5時間後

n　vitroにてクiソ酸加1血液5磁にADP溶液

1認加え37°C20分間工ncubateした場合

療前　　　　　’

鮮血IOOme輸血後5時間後

療前
鮮血100縦1輸血後30分優

　　上　　5時聞後

小板数

×103
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血小板浮遊液50紹輸血後5時間では、粘着率は61・0　　　血友病Aの3例では，2例で正常の下限界値，1例

と著明に改善され，出血時間でも輸血前30分以上の　　　で鰻度の低下を示した。後巻の1例につき新鮮』血100

のが6分と短縮され，輸1血効果は約70時間持続し　　彫輸血による血小板粘蒲能に対する効果を検討した

。工n▽itroでADPの血小板粘着能に対する影響　　所，粘蒲率は輸血前23・5％のものが輸血後5時間で

検討するため，血液5彫6に最終濃度100μ炉／彫の　　286％と軽度の増加を示すにとどまつた。

DP溶液1meを加え20分間incubateし粘着能を測　　　　第W因子欠乏症のコ例における血小板粕藩率は24．2

したが，粘着串は3．3％と改善は認められなかつ　　　％と軽度の低下を示し，新鮮血100認輸血後30分，お

。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よび5時間では粘着率は夫々286％，2Cj．　oe％と軽度の



44－（191）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f書　少卜1医　tbk　　参竃15巻

増加赫した・　　　　　　　　齢．轍によ砿小板のt・WJ

率灘欝欝警瀧潔撮鎧朧　　　1・・剛・帥日・凹
た。

　鉄欠乏性貧血4例，再生不良性貧血2例での粘着率

はほぼ正常範囲にあり，1例の溶血性貧血でも，26，7　　　血　小　板　数

％と正常の下限界値を示した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　×　104

　白血病4例では，1例を除きゃや低僚を示し，単純

性紫斑病の1例では正常値を示した。

　　2）肝疾患
　急性肝炎の4例では・：L例でやや低値を示したが，　　　　粘着性血小板数

他の3例は正常値を示したo
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　X104
　慢性肝炎では6例中3例に軽度の低下を認めた。

　肝硬変症の4例では，1例でやや高値を示したが，

他の3例は正常範囲にあった。

　　3）その他の疾患

脳雌では7例中5伽麟値を示したが，2例で　鋤鱗備率
やや低値を示し，脳鵠栓の1例でも軽度の低下を示し　　　　　　　　　％

た。

　心筋硬塞の2例では正常値を示した。

1

2

3

A

36，8

29．7

50，1

39，9

52．8

38，0

52，3

45．2

89，6

44．8

62，5

53．7

65，4

41，3

53．0

47．2

平均1　39・1　1　47・1　i　62　751・7

1

2

3

4

27．4

20．8

38．4

29，6

388
28，4

39，6

3・1．O

71．2

32．3

47，5

399

42。4

21．8

38．9

30◎4

平均1291瞬147・・［334

1

2

3

4

74，5

69，9

76．6

74、2

73．4

74，7

75，6

75．2

8◎，1

72，1

76．0

74．3

64，8

52，9

73，4

c）4．4

平均17・・8174・・1・…1639

　糖尿病の4例では，1例で軽度の低下を見たが，他　　　　図3　　　偲」血Lによる血小板の変動

の3例は正常醐にあつた。　　　　　　　　　　　e陶値）
　肺結核4例では，全例共正常値を示した。　　　　　　　（XIO4）

悪性腫瘍では訓嚇肝癌の4例巾・例は正常値を　　7°

示したが，他の3例は軽度の低下を示した。　　　　　　　　60

　尿騒症の2例では，共に中等度の低下を示した。

　　　3．｛寵血の粘着性血小板に対する影響　　　　　　　　　sa

　体重2．0～3．0吻の雄i家兎を用いて，一側の頸静豚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40
を露幽し、体重pro　ky　15認宛同静豚より急性薦」血

を行ない，潟血前を対照とし傭血後2日，4N，6日　　　　30

に夫々血小板数および粘蒲性血小板を測定した。（表

3．図3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20

　血小板数は，偲血後2日目には全例共増加の傾向を

示し，4日昌には最高243％から最低124％に達する

著増を示し，術後6日目には減少傾向を認めた。

　粘着性血小板数は，血小板数とほぼ岡様の経過を示

tS．＿＿．℃　粘着性血小板聾髭（XIO‘）

Pt＿＿．＿＿＿O　　　血ノ】、板寧占踏Σ郭　（％）

し，術後2日目より増加し始め・術後4日目には最高　　　　　　　　　　　前　　　2　　　4　　　6

260％から最低124％におよぶ増加を示し，　6日目に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日）

は，1例ではなおかなり高値を示したが，他の3例は

ほぼ前値に戻つた。これを血小板粘着率で検討する　　　　　4・脾捌出術の血小板機能におよぼす影響

と，術後2日目に軽度上昇するもの2例，4臼目に上　　　　体重約2．5吻前後の家兎を用いて脾別出術を行な

昇を示すもの1例を認めたが，6日目には全例共減少　　い，術前を対照とし，術後2H，および4日目に火々

傾向を示した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　血小板数，粘着性血小板，ThrombelastOgram（以

　以上・急性潟血により血1小板数は術後4日目に最高　　　下TEGと略記）によるMa値，血小板第3圏子1乍

に違する署増を認め，その増加した血小板の大多数は　　　用，血餅収縮能を測定した。（表4，図4）

粘着性血小板によるものであつた。　　　　　　　　　　　血小板数は，術後2日目から全例共増加し始め，
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表4　脾易拙による影響1　　　　4日日には術前の189％ない1・167％嚇する舗を

　　　　　　　1祠前1・目・日示翻、欄で、醐血囎、同様。謝板

血小板数
×104

料i着性i血L小板数

×】oa

．lrtL小板粘着率

　　　　　％

Ma値（T．E．G．）

malt

血　　小　　板

第3因子作用

　　　　　％

血餅収縮力
％

1　　35・4　　47・0　　67・1　　　数とほぼ『a行して増加し，術後4日目には，術前の

2　　　39・4・　　58・7　　67・2　　　196％ないし164％1こ達する増加1を示した。

3　　42・0　53・8　70・4　　　血小板粘着率でみると，1例で術後2日聞に軽度の

平均138・953・2168・2　低下翻め・・1ヨ目・・は鰍・．［勲示すもの2・tSll，

1　　27．4　　33．7　　53．8　　　減少を示すもの1例を調めるが共に軽度で，粘瀞率で

2　32．9　50．〔〕57．9　購を購変を認めなかつた・

3　　33．7　　42，5　　55，4　　　　同時に測定したTEGでのMa値は，血小板数およ

平均131・3i・Zl「面欝11三朧糊蹴縁降鶏畿

軸｝80・・1・…181・・　以、、潮1出㈱行例蘭、て欄1、醐舗

lll：1議lllll・術前・…繊のが7。・麗逮・て・…

3　　80．2　79．0　78．7　　　然し・血小板第3悶予作用ならびに血餅収縮力では

　・一一・．…一一……一一一…一一・　　勝に・一畷iiの傾向な認めなかつた。

1　　58〔〕　73，5　　77．5　　　様に，術後4El口には血小板数ならびに粘糠性血小板

2　　55・0　　54・5　　63・5　　　数は共に著上曽を示し，その増加した血し小板の火多数ば

3　　56・0　　65・5　　71・　O　　　粘将性煎工・j、板と考えられ，TEGのMa値でも緕明な

平均156・3164・5170・7　厭赫した・

1

2

3

i竺…1・5・ol　99・0　轍つた．すなわち，爽纐物職磁犬鹸用

　　　　　　　　　　　　　　　　5、通電法に．よる実験的1血概症の血小板に
97．0　　　　97。0　　　　99．0

　　　　　　　　　　　　　　　　およぼす影響
93，0　　　　　　　105，0　　　　89。0
98．。99、。93．。　小騰⑭1・・k・S・w…⑳，Y。・hida⑳らのVif法を恥

｝－rv“ww｛㎜t @　nd　　　て通電法により実験的にi血栓疲を作成し凝1血学的検討

　1　　68・Q　　72・0　　70・0　　　し，総頸動豚を露幽剥離し，白金陽極を血管内腔へ挿

　2　　66・0　　60・0　　65・0　　　入し，J直L管外暁には白金陰極をおき，これを直流9ボ

』　55・°6°里ビ蝕　ルトの電諏・接続し議購間，電流を鰍変え磯
平均i63・。【64・ol　62・0　舳・局所糠姻子・変勲蹄・た・・磯験に

　　図4　　　脾捌出による｛形響
　　　　　　　　　　　　　　　　　（平均値）

XIO4％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　mm
70

60

50

40

30

20

90

P　　　　　　　　　　80

！　　　　　　　　　　　　　　　70

／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　60

＿一．一、P血小櫨（Xlの　　5°

o＿＿e　粘着性血小板数（XIO，）
　　　　　　　　　　　　　　40
0＿＿．＿¢漁小板粘蒼率（％）

o－・一”・＿．o♂ノ

　　　　血小板第3因子作用（％）

ぴ一…’岬゜つ゜’・……．．o

　　　　　血餅収縮力（％）

前24（日）　　 前24く日）
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おいて，1mAの電流を15分間通電して血栓を形成し，　　　lflL小板数は全例共上流に比し’下流中では滅少し，減

その通羅部位の上流，下流中の血小板数t粘着性血小　　　少率は最低5．2％より最高41・4％の範囲で，平均lll〔は

板を測定した。（表5，図5）　　　　　　　　　　　　20・7％を示した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一方下流中の粘着性lflL小板数で｝ま上流中のそれに比

　豪5　頸動泳通電による血小板の変動　　　　　　　　し2例で軽度の減少を示したが・他の5例でほいずれ

No．

1

2

3

4

5

6

7

平均

上　　流

下　　流

血小板数

　×104

32．1

18，8

上　　流　　　49．4

下　　流　　41．2

上　　流

下　　流

上　　流

下　　流

上　　流

下　　流

上　　流

下　　流

上　　流

下　　流

上　　流

下　　流

43，8

41，5

42，1

26．8

29、1

25．8

52，　0

41、7

粘着性
lftt小板数

　×104

9．3

12．4

36．1

32．4

15．8

25，1

15，5

15．1

も1fiL小板数とは逆にむしろ増加し．全例の平均値なみ

粘着率　　　ると下灘中の粘蒲性血小板数は上流中のそれに比し25

％　　　％の増加を示した。

29・O　　　　これを血小板粘着率で検討すると，全例において下

66・0　　　流中の粘藩率は上流中のそれに比し藩明に増加し，増

73．1　　　加率は最低108％から最高322％に違し単均値では

78．6　　　　ユ57％を示したo

36丁　　同一鮒で附に君腱した9伽の脚附の幽
60．5　　　では・全例に・フイブリノーゲソの減少を認めJ金・血L凝

一一一 @　　　固時間は6例に短縮を，一段法ヅロト四ソビンでは36，8
　　　　　　6例に活桃増加を謝め，第V悶子は5例に、第V皿悶予
56・3 @は8例に灘馴翻めた．，。ソボブ，・チ．燃

6・2　21・　3　　試験では血漿一血階因予とも活性三の増加を認め虹組

17・7　68・6　織学的には明らカ、敏小働L栓の形成醐められtt。

ユ5，0

19．9

17．9　　　　2．7

15。6　　　　3．1

38，1i14．4

30・2118・0

28，8　　　　　　6，溶血赤血球，および生体内溶由Lの

47・7　　　　　　　粘藺性血小板におよぼ・ず影響

15．1　　ユ95聯Sh三・。w…⑳により，血液ト・ソ〃ラス

19・9　　　チンの形成には血小板の他に赤血球内にも不可欠の悶

34．3　子の存在す碑が認められ・以来融赦球中に磁
56．8　　　する凝血因子については数多くの研究報告がなされて

　　　　　いるが，小林⑱，荻原等⑳庶溶血赤血球液中に」血小販

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第3困子作用，AHGおよびPTC作用の序筏する塩

図5蜘朧R瀦4轍動　　欄・てい・．翼にH・11・嚥赤㈱・興緬
．￥　10‘

60

1。

40

30

ttt、　　20

Io

％

60

50

40

30

20

lO

　　　　　　　　　　　　に接触する慕によりある物質が遊離され，この物質が

　　　　　　　　　　　　多血小板血漿中のifiL小板の粘着性に変化をおよぼす頚：

　　　　　　　　　　　　を認めている⑯。

／購、％）　　又生体内溶・1・を起・す様な種・の納状態におい

　　　／　　贈讐灘欝糠象欝鷺
　　／　　　　　　　　　　　　　　血球の灘射ならびに生体内溶血をひき起こす状態にお

＼＿数、、耐難灘識隷駅婆総
　　　　　　　　　　　　　　　　　た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）　蒙兎溶血赤1血球を家兎に静注した

　　　　！・糖性　　　　齢の繍性血4嚇こおよぼす謄
。．．一一’一一一’”一’F血小蜘騨　　家兎融赤蝶液醐製は小榊方法⑳に従つた・
　　　　　　　　　　　　　　　　　すなわち血液9容とαLM蔭酸ソーダ1容とを混和

　　　　　　　　　　　　　　　　　し，毎分1000回転5分間遠心してll且漿を除張し．等徽

　　　　　　　　　　　　　　　　　の生理的食堪水を加えてよく混和し再び毎分1α｝O間転

上　　　　　下　　　　　　　　　ユ0分間遠心しヒ澄を除去する。更に生理的食埴水を加

流　　　　　流　　　　　　　　　　えて毎分3000回転20分遠心し上澄をすて，この操作を
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2同繰り返L最後｝こ適量の生理的食胤水を加えて赤　　　　trlL　’j・板数はll射後15分で’｛f例共減少L，減少率は19

血球浮遊液を作り，1励いのtfjt‘血球数を算定し　一IO　　％から騰ll石4（Boにまでおよんだ。その後30分後より徐

～・ P5°Cの氷室に一昼夜保存すると完全に溶血する。　　々に圓復［始y・，るが120分経過後もなお前値に戻ら

この様にして褐られた溶血赤1血球を一10N・15°Cの　　ず，かなりの減少黙を示した。

氷察に保存し，用に臨み1励巾の赤血球数が100×ユ〔】4　　　粘着1生i血L小嵌数では前者とほぼ同様の経1薗をとり，

前後になる様稀釈Lて用いた。　　　　　　　　　　　　tl射後15勾ない130分援で最も澱少し，その後次策に

　この家兎溶1血L赤血球液を象兎に体重pro　hg　10認静　　　回1蔓するが減少率は前L小板数に比1、軽度であつた。

注し経時的tr：ffn，小板数lll憎1ご1漁小板を測定した。　　　従つてtm　L板粘蔚率で調べると，注射後15分後では

（i浸6畢図6）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1例を除いた他の3例では逆に粘薯率の上興を示し，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その1例も30分後には注射前より10・6％の上…昇を示し

　表6　溶illl液静沿三によるifiL小板の変動　　　　　　　た。平均lvttでみると～ll射後6（）分で粘漕蹴は殻高を示し

1・・．1酬・5分1・・分i・。分1・8・分　たが・3°分以後の犀lli鰍こは糊椴動離められな

血小板数

x104

1

2

3

4

687
437
50，8

56．2

47，8

35．4

30．6

4L6

51．3

37．4

35，6

44．4

56，2

363
37．8

46，3

57，0

35，5

372
46，3　　　も問時に減少するが120分後にはiLl常値に復した。第

粘着性
P自L小板数

1234

52．8

R2．6

R45
S2．7

34．2

Q9．4

Q4．8

R1．8

44．9

Q9．3

Q8．2

R7．1

49・｛46・・3°・413°・9　　　　29．529．239．8　38，7

かつた。

　凝血学的倹壷では，凝圃時閥は注射後15分ないし30

分で警明な短縮を示し，フイブリノーゲソ，第鴨悶子

平均t・4・　9　1　3S・9　1　42・2　i　44・　2　1　44・・　で、、注搬珊ない、，。分で棘因側戦低下し血

　　　　　　　　　　　　49・｛　4C）・・　満因子は雛を示した。

　　　　　　　　　　　　3°引3°・9　以上，顯溶麟血蹴家兎購注すると血小蹴

1［．第V因子には薯変なく，トロンボプラスチソ活性

X　XO4 鯛40・7130・1i34・9　1　37・1　1　36・4　（，）關水撚兎t。搬し湖含

および粘う醤性血小根数は共に15分後にはi欝関な減少を

示すが．粘糠灘では逆に軽度の増加を示した。

血　小　板

粘着　率

　　　％

1

2

3

4

76．9

74．6

67、9

76。　0

71，5

83、1

81．0

76，4

87，5

78．3

79，2

83．4

87．4

83，7

77，2

86．　0

81．6　　　　寡兎に体重pro　ley　IOm6の蒸溜水を静淀して生体内

87．0　　　溶血をひき起こし，その後10分，30分，60分，120分，

79・3　　　300分と経時的に血小板数ならびに粘蒲性血小板の変

83・6　　動を検討した。（衰7，図7）

図6　溶血液静注による血小板の変動　　　　　　　　　　．　　　　　　　　。　　．

平均173・gi78・・1　S2・1　）　S3・　6　1　S2・　9　劇欄嚥溜醐齢直ち・・減少・始め，・例で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鋤分後鼻他の2例では30分および60分瑛に夫々最も減

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　少したが，溶血赤血球静注の場合に比較すると，減少

　　　（平均値）　　　　　　　　　　　速度が幾分運延する傾向がうかがわれた。又300分後

XtO、　％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の血小板数は軽度の減少を示したがTこれは数回の採

70

60

50

40

30
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90，
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4e
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　血による濾血の影響も一部関係しているものと考えら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　れる。
／R“’””“’“e－一一．一．．一．ab @　・れ闘・耀ヒ血小撚では，蒸溜葡注後・・分

’〆 @　　　　　　　　　　　　　　　　後には3例に軽度の減少を認めたが，その後30分ない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し60分後には逆に軽度の増加頑向を示した。

a・、　　　　　　　　　　　　　　　　　　従つて」血小板粘着率では・蒸溜水静注後1Q分で全例
＼／’”””’““”””一一．．．e　　蜘・し始め，3例では・・分後，・例では・・雅に最

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高に達する著明な増加を示した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）　家兎血20麗を犬に静注した場合

　　　　＿血小板数（Xlの　　　　　　不適含輸血により生体内溶血をひき起こし，それに

　　　　p．＿＿．e粘蒲性劃・板数（XiOり　　　よる血小板に対する影響を検討する目的で家兎血20酩

　　　　o－°一’“’‘’e血小板粘演率（％）　　　　を犬に静注し，15分後，60分後および120分後に央々

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、血小板数ならびに血小板粘着能を測定した。　（表8，

前　15　30　　60幽　　180（分）　　　図8）
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表7　蒸溜水静注による血小板の変動　　　　　　　　表8　　家兎1血を犬に静注した場合

1…1前i・・分i・・分1・・分1・2・分1…分　　　　1…1　・y∫1・s分1・・分j・2・）分

　　　　　　1

　　　　　　2

血小板数　3
　　　　　　4
　　×104

70，4

35，6

48．3

44、4

47．4

29，ユ

40．　6

37．9

49，7

25．0

339
39，8

58．5

33，3

31．4

40．2

52，2

28．1

32。2

34，1

50．8

26，5

32、5　　　　　　　」i1　　4、　　板　　数

31．7
　，　　　　　　　　　×1．04

平均149・71　3S・　Sl　37・　ll　40・gl　36・　Si　35・4

粘　着　性

1血小板数

　　×104

1

2

3

4

33．3　25．0　29，9　32．7　25．2　24．3

20，8　20．0　2ユ，8　27，7　22．5　20，0

29・425・628・624023・024・0　　　　 潟ξlli荘仁ヒ1f［L，J、1反数

25，2　26．5　31．2　32．7　22．4　23．9
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×104

平均1　27・21　24・327・gi　29・3』23・323・1

1 47．3 52．7 60．2 55．9 483 47．8

2 58．6． 68．7 87．2 83．2 80．1 75．5

血　小板 3 60．9 63．1 84．4 76．4 7L4 73．8

粘着率 4 56．8 69．9 78．4 81．3 65．7 75．3

73．8　　　　　 1血tj、4MJ’冴省蔚率

％平均1・5・9163・677・・174・2i　66・41　68・1
％

1

2

3

4

35．5　　　4．7　　12．6

49．2　　1，8　　 Pt　

303　　1－6　　 －一一

42，4　　　3，3　　　　一

24，8

35．8

16．2

30．3

平均139・41…「［2』・9

1　　17．3　　：1，8　　2。2　　 5．2

2　　13、7　　0．5　　　＿＿　　Lt．8

3　　9，8　　（，．2　　　r喘　　21（う

415，5　1，2　－－　3．0

平均14・110・glI3・4

㌻　 48．7　 38．3　 1，7，5　21。0

2　　27，8　　27．8　　　　＿　　　？暫8

3　32．3　12、5　　 －　 16．0

4　 36。6　 36、4　　　刷糊　　9．9

平均13，・428・　s　1113・7

図7　蒸溜水静注による血小板の変動　　　「　図8　察勅を犬に槻，1三し醐禽
　　　　　　　　　（平均値）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平均値）

XlO4　　％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TX　IO4　％

70

60

50

40

，30

20
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　　　　　　　　　　　　　　　　　80
　　1N・、

／＼＼＿t。　・・

50

　　　　　　一9炉，eCL噌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40

a・・．．．隔〆・・カ’帰 @　噺篭㌦．覧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30

，＿＿＿一．．e　血小板数（XIe4）　　　　　　　　20

0・……引o　粘着性血小板数（XlO4）

砂一一・一・e　血小板＊占着率（％）　　　　　　　　lo

前103060120300　　 前1560120
　　　　　　　　　　　　　　　（分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（分）

　血小板数は静注後15分で全例共著朋に減少し，最高　　　に薯明に減少するが，120分後では血小板数の変動と

96％か．ら最低87％に及ぶ減少率を示した。60分後では　　は異なり、その厘1復は軽度であっte。

1例の検査でなお血小板数の回復は軽度であつたため　　　従つて血小板粘着率では全例共に低下を示し，120

他の3例では省略した。120分経過後には血小板数は　　　分後における粘着率では前値に対し殻高73％か邪般紙

前値の53％ないし71％にまで回復した。　　　　　　　　51％に及ぶ減少率を示した。

　一方粘着性血小板数では15分後には血小板数と同様　　　　同時・に蒙兎血静注後15分および120分後における勢
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atr　tJ’板1燦についてTEGを実施し蜥瀦郷そ　麹パル・チ・畷旅よる血小伽糊

翻蹴蹴辮盆鴇磁潔継　　　IMI前1・5分1…1・2・分
50～70％近くまで圃復したにも拘わらず，その影響が

Ma値に反映しなかつた事を示し，粘着率の低下と考

え合わせてこの増加した血小板にはその機能の低下が

あるものと推測される。又輸孟L後15分後における血小
頂工　小　板　i数

板算定に際して，血球計算叢内での」血小板は四『々に小　　　　　　　　×　104

凝集塊を形成しており，血小板相互の凝纂能のフ℃進が

推定された。

　　　7．パルミチン酸投与・による【lit小板に二

　　　およぼす影響

　高脂血L症が動豚硬化の促進因子であり，又ω夜の凝　　　　粘漕性1血小板数

固憶を充進し，さらに頂L機症の一誘凶となりうるとす　　　　　　　×LO・t

る数多くの研究報告があり，殊に高級飽和脂肪酸を多

く含む動物性脂肪の摂取が血液の凝固性を尤進するこ

とが知られている。

　著者は高級飽和脂肪酸の一っであるパルミチン酸を

家兎に投与して血小板およびその粘藩能におよぼ∫影　　　　血小板粘藩灘

響鹸討した・　　　　　　　　　　　　％
　突験方法は体重215～3勿の象兎を用い，精製され

たパルミチン酸を少盤のエーテルに溶解し界醐活性剤

としてTween　80を加え30～40°Cに泓めながらよく

1

2

3

4

5

36．5

48、4

42，0

33．2

34，9

24，2

42．8

10．9

185
21，4

34，4

4t，8

18．9

27，3

30．9

33，1

43，5

26，8

29，2

31，2

平均139・・i・3・・130・71・28

1

2

3

4

5

23，7

36，8

3L1
22，7

23．2

19．0

35．6

8．5

13．9

16，5

30，1

33，5

15，1

22，5

26，3

30，0

36，9

23，8

23．2

26．6

綱27・5118・7125・5i28・1

1

2

3

4

5

64。9

？6．0

740
68，4

66，5

78，5

83，2

78．0

75．1

77．1

87．5

80。1

79，9

85，0

85，コ，

90．6

8↓。8

88。8

79，5

85、3

平均1　70・O　1　7S・41S…’1　S5，S

臨・来・だけ・一テ・轍・せた後，…　1・・　図9パルミチ璽編る血小板嚇

1吻を家兎耳翻より雛し・以後麟1陳劇’撒　 Xl。1％
ならびに粘着性1血L小板を測定した。（表9セ図9）

　血小板数はパルミチ．酸静注後15分では全例共薯明

に減少し，6e分後には1例でなお軽度の滅少を続けた

が，その後は他の4例と共に徐々に回復する傾向を示　　　　50

した。

　粘藏性血小板数は前者とほ讐同様の変勤を示し，　　　4D

4例では静注後15分後に，1例では30分後に殻も減少

し，その後は次第に増加した。　　　　　　　　　　　　　ぎo

　血小板粘着率で検討すると15分後には全例共増加を

示し，更に60分後から・120分後にかけて粘葦率は一層　　　20

増加した。

　以上パルミチン酸投与により臨小板数および粘齎性
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田
血小板数は共に静注後15分で著明に減少しその後徐々

に回復するが，粘着率では静泣後直ちに増加し始め

120分後には最高笹を示した。

　　，．一・”・一⑨
　凶ン’
，！夢 @　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　血小板数1（XIO4）

＿．叩＿．＿　粘漕性血小板数（XlOS）

＿。＿．．＿．血小板鞍潜率（％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前　　　　　　　15　　　　　　60　　　　　　　　120
　　　8・セロトニソの血小板機能におよぼす影響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（分）

　」血液榊こお｝ナるセロトニンはその大部分が皿tr．小板中

に含まれており，止血に際しては血小板は血管損陽部　　　る。

位に附蒲してpla’telet　plugを1’ドり，さらにviscous　　　著者は止」血機構上でのJiL小板の果す作用においてセ

metamorphosisを起こす際に虚L・」・板セPtトニンを放　　　P卜＝ソが如何なる影響を有するかを検討するため，

出して1加，管収縮を惹起ナるという導実も認められてい　　体露2・7～3．21eyの察兎にセロトニソ40㎎／kgを筋注



　50－（197）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛誘　）［・1’1　臣毫　嵩鼻　　耀15醤

し、注射前，注射後2，4，6，10時間後に耳静豚より　　　の増加を示し，その増加率ほ平均Illllで14・4¢瀕f示1額

採血し，血小板数，粘着性血小板数および粘着躍，　　　がその後ほ徐々に減少した。

TEG，血餅収縮力，血小板第3因子liPt用を測定した。　　　粘麿性血小板数は投撃後2時聞俊に厭魚例・Sk・増加

（表10，11，図10）　　　　　　　　　　　　　　　　　　し，その増加率は前得よりも高く平均値でll5％るf示し

　．血小板数では投与後2時閥後には1例を除いて軽度　　　たが，その後は前藩と嫌ぼ同｛強の繰樋をとつた〔，従9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　衰11　セロト轟ン投・脳こよるMa，　iflL小板鵬副閣

袈10　　セロトニソによるJflL小板の変動　　　　　　　　　　　　子作用，」血1餅収縮力の鍵鋤

岡前｝・時帥時間1・時間瞬間　　　i・・h1・・幽聞i・時間1・剛・嚇闘

sfiz小板数

　　×104

粘着　性
血小板数

　　×工oa

血小　板
粘着　率

　　　％

1

2
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4

5

63．4
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40。0

31，5
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　4　20．6　29．2　22．4　25。8　24．5　　　因子作用

itt．8－⊥亜烈品…二住墜・！⊥磐絶．　　　　％

平均12S・・1　3S・S　1　35・3133・gi27・7

1

2

3

4

5

61．5

605
57．0

42，Q

54，6

e／i　4．　orl　（う8．576詞67．〔｝

625　67，（1　7（3．1．｝　69．5

62　0　　63．0　　76，5　　？〔〕，｛～

59。5　　61、．5　　64，【，　　（Sl，5

5こ｝．5　　〔㍉5．O　　G2，Ei　　53．0

Sli均i　55・ゆ8165．oi　71・・1…1

　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　1｛13、〔，lIC践，〔198，0　　　92，〔l　　　　　　Io2、o
】。5．。84．。82．。98．、，i、。。、。

，。8．。1、2。、川，、1、．，巨，。，、

85．・18。．・92，・92．・樋．・

8卿8・・。蒋・・OE）1，）・。i、78・0

1　　53　9　　67，7　　68．2　　62，5

2　 80．9　 843　 83。2　78．8

3　　77．5　　90，1　　89．3　　88．3

465．489374．286．6
5　　73．9　　86．3　　79．8　　8］L．9

平均196・OI　89・6！95・219S　619ア・

57．7

71．7

82．3

82．5　　　　　1飢嚢〕ttLSI縮プコ

76・7　　　　　　　％

平均レo・・183・・1　7s　・・レ9・・　i　74・2

1器1騰1胤慧器1
3　　　60．0　　40，0　　70．0　　8〔）．（睾　嚇1S．0

455、U　45、075．り75．〔】ヨ75、0
5・Q・・6・・8…8・i・・い・・。

鞠｝62　’・　ol　55・d　70・・！72・　oi　63・・

　　図10　セロトニγ投与による血小板，Ma、血小板第3悶子作用，血餅収縮力の変動
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て粘済率では投与後2時1吊後にはかなりの増加を示　　　管髄に【組小板が半1｝薦し　又メラソヂ＝L一ル内で」血L液を

し，投与前平均値で7〔｝3％のものが2時間後には83，5　　稀釈，混和する操作中に血小板が凝集を起こす事があ

％と増加した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り，更に振嶽”際L　rifi．小1反の崩壊を惹起する事等が考

　一方TEGのM・値はセ・トニ・投与により金例共　えらhる．なお！　轍鏡Fにて血’1・板鰯：定する際に

増加し，平均1直で投与前551nvnから投与後6時間後に　　　は，赤ML球およびその細片，細菌，微塵，酵母等との

は71・　0？mnと最高に連し　10時間後には減少した。　　　　　鑑別には注意を要し，又幣1血L法では多数のred　cell

　J血餅収縮力は1例で減少を示したが他の4例では増　　　ghostのため1肛小板の測楚が囲難となる。

加し・平均緯では投与前62％から投与後6時闘で72％　　　この実験では比較的短陣赫｝】々隔で経過を適跡する必

と最高を示し，IO時間後にはほぼ前値に炭つた。　　　　　要があり，且っ粘蔚性」貢エ小板測楚のためガラス戴円櫨

　血小板第咽子綿蹴殆んど変動は認められなか　欄後の捌・板鱒定する必要から血’」・板鵬酷の選

つた・　　　　　　　　　　　　択には特に酬ミを要する。いずれにしても詔碇催正の1誤
　以上セロh；ン投与により前L小板数は2時間後にほ　　　養範囲が少なく．操作が比較li勺簡単で迅速性を有し，

軽度の増加な示し，その後徐々に減少するが，漏着性　　　血小板の粘着性による影響が少なく，操作上血小板の

血小板数ならびに粘着率は明らかに増加を示し，一一一yj’　　崩壌，凝集な起こ1．難く，検鏡上血小板の艦別が安易

Ma値，」血餅収縮力でも投与後6時聞後にはその増大　　　でなければならない。1920年Thomseぬ㊥蜘rl1漿中の

を示した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ICIL小板数を卸定する力法を滑案し，　Nygaard⑭にょり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改変された。翼にIlellem⑯は稀釈液として1，6％篠

　　　　　　　　編並びに搬　　　　　酸㍗殉代りに3．13％のチトP一ト轍勝ると数

　　1．血小板算定法は大別すると，　（1）間擾法，　　　時間にわたり∫血小板形態に変化を与えない瑛を翻め

（2）直接法・（3）血漿中の血’1・板数より鎌：定する法　　 た。このHellemによるNygaard法の変法獣冠細
の三渚に分類される。間接法は血小糎の赤1愈1球に対す　　　管ピベットの使用がさけられ，シリ＝ン処理により

る比率を求め，別に鉾定した赤血球数よ嚇：簸するも　　血小板の粘蒋性の影響はさけられ，操作上における凝

ので，塗抹蹴後ギムザ絶を行なうF・・i・法⑳な　SCt崩鵬の影響も少ない。蝋釈液中の劇嚇燃

らびにそ艘法として晒法⑫，森職⑳翻ありJ　時間にわたつてその数および形M4V・・e・」変化を翫さ．

・又新鮮標4・被いガラスによる間操法として01ef⑳，　　　ず，検鏡に際し位相藻顕微鏡下で｝ま殆んど純粋な血小

D・m・・h・k⑳，F16ssn・r⑳らの方法およびそ畷法　板醐液として糊な像が認められ，他の混入物との

として散法⑰，Fit・h法⑳等が報舗れている。　鋸別蕨易である。以上の点より、細1究においては

　直接法には血液を赤1血i球鋒定用メランヂ＝…pmルを用　　　HellernによるNygaard法の変法によつて測定し

いて一定溶液で溶血する簸なく稀釈し，1血球計算板　　　だ。この方法による健康成人20例における血小根数は

にて直接算定するRees－Ecker法⑳およびArsen－　　13，7～29，8×i　04，平均23．2×104を示した。

burger法⑳と．灘ア・“・ア輔酸・カイ・を用　　2．止血機勲らびに血栓形，齢早期過翫瓢、

いて赤血球を溶血させ血小板のみを残し位相差顕微鏡　　　て血小板は璽要な役割を灘じており，殊にその粘蒲性

で筑楚するBrecher－－Cronkite⑳，　Feissly－Ltidin　　により血小板は血管の撮働部位に粘着し，又相互に凝

⑫等の方法がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　繋を起こして血小板1血栓を形成して止並Lならびに」血栓

　間接法はいずれも標水の保存が出来，容観性にとむ　　　形成の端緒を俘る。この粘藩性血小板の研究は，生理

利点はあるが，一方血小板算定までにかなりの時間を　　　的観点からは嶺然in　vivoで追求されるのが望まし

要し誤差も比較的多く，殊に標本作製の功拙により血　　　いが種々園難iな問題点があり，主としてin　vitroに

小板と赤血球の各撒布慶の不平等性という問題は2。　　おいて研究が進められている。

3の改良法は試孜られているが，なおさけがたい欠陥　　　Morawitz＆Jttrgens（ユ93⑪）⑨はCapillary

となつている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　thrombometerを考案してThrombosezeitを測定

　一方颪接法は聞接法に比し比較的迅速性で漂準偏差　　　し，粘着性血小板の聞掻的な測定方法と考えたが，こ

も小さく，更に血小板撒布の均一性という点に関して　　の値は血液の凝圃能による影響がかなり大きいと考え

は間接法に比しはるかに優れている。反面直接法にお　　　られる。っいでWright（ユ941）⑩は抗凝固剤を加え

ける血小板測定値は間接法より一般にゃや少ない値が　　　た血液を特殊な球形ガラス瓶，すなわち内面をワゼ

報告されている。その原因としては，採血部位におい　　　リンで被い一部未破覆のガラス面を有するガラス瓶中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てMl．小板の粘着・凝集が起こり・メランヂユール内の　　　に入れ，31／2　rpmで廻転させ20分毎に血液中に残序



52－（199）　　　　　　　　　　　　　　　　　儒州瞬畠獅巻
する血小板数を計り残存1血小板の暫分率をもつて粘蒲　　　et　a1⑯は多血小楓f吐嬰嚢がトpaンビソで凝圃すゐ際に

率とした。この方法では接触させるガラス面積が小さ　　　は数分fkS　ntL小板の破壊はみられない事を示している⑪

すぎ，血小板と異物面との桜触時間に長時間を要し，　　又Hellemは前L液を通過させ’1：後のガラス三1縮f検鏡

そのため血小板崩壊による誤差を生ずる可能性があ　　してもブイプリンおよび』血小板錐些鬼のいずれなも認め

る⑯。Zucker（1949）⑯は人の皮膚生検により，　tflL小　　　ないと報告している。以上の罵より瀬過後al）．lflL小板の

板」血栓は血管障碍後3Q秒以内に形成される衷を示し，　　　減少はガラス衷面への粘蒲によるものと湧丸曙・れる・

R。sl・am　e七・1＠およびH・g…⑱等1嫁卿こおける　このlffelletnの方法畔じ一音繊変して行なつ鰯

実験でni1．小板は血管損傷をノ嘔こすと颪ちにその部分に　　脚こよる粘着性劇・板数のil三常榔よ4　Or－．18・L）　；／‘，：　lo4　，

粘着し，1～3秒以内Verkt小板1f［L栓の形成が始まる鐵　　平均Cj　，3×104，粘藩率は25・7～67・呂¢6，平均4｛｝・5％

を見出した。従つてガラス面との接触に長時閲を要す　　　を示した。1－lelleinは1E常人6（）人な対照として104回

る際にはin　vi▽0では認められない他の悶子の影響　　　の測定を背なつた結果，　lll譜撹1飢’」・板蛋文は5識～15・7

が加わる事も考えられる。このWrightの方法を用　　　×10，t，平均9×104，矛lil蔚率は26～㈱％，藷P均42％iiこ

いた報告では，SpoOner＆Mayer⑲はDicurnarol　　報11帝しており，藷擬の得た値と障ぱ一数すゐ。

投与患者におい一C，W・lght⑭⑳はDi。・m・r・1燃　　3．各働燃におけるIM・板糊棉・蹴，　Gi・nZ・一

家兎および」血1友病患者において粘滴性1貞L小板の低下を　　　mtmn－－Netsteli型lllL小板無力症の…山例で鰐明な低ドな

報告している。この事は撞触時間が長い場合には粘着　　　示し殆んどO％であつた。又嵐1血L病ほその大llll分力～轍

性の他に凝闘因子の影響が関与してくる事をπ峻す　　　度の低下を示し，罎襟症でも中等1蔓1の低下癒示したg

　る。このlf【t小板とガラス面との接触時間を簾縮するた　　　その他」血友病A，牌発性血小板減小を生紫斑病，鉄欠藷

めにMoolten＆Vroman⑪は異物面としてglass　　性貧血，蒋坐不良性盆血，溶【血網貧磁齢はほぱ11こ常範

woo1線維のFi1七erを作り，これを用いて被検1nL液　　　囲内にあつた。又凝間能完進状態と物えらま1、ゐ脳血樵

を短時問に濾過させ濾過1111後における赤1血球数および　　Uti三，脳簗椀鑑心筋雌疑1脚も粉翻旨の｝羅1瀧慧めら

血小板数を鉾定し，両者における赤血球数と血小板数　　　れず，その他糖駅癖，肝疾患，肺結核略も韓廉iE’1馴颪

　との比から粘藩性血小板を測足した。然しこの方法で　　　を示した。

は常に同一の表薗積を有するglass－woo1－filterを作　　　　IAI小糠1！1奪力症における血小枇の粘1射生に閣しては

　る事は園難であり，叉食塩水およびクエン酸ソーダ　　　Marx＆Derlath㊥，　Ileliem⑯等の報欝があるが，

加食塩水の使用は血小板の粘藩性に変化を与えるとい　　　いずれも濫1幽率嫉著明に低下し，殊に血餅収縮鮨およ

　う2・3の報膏がある⑯＠⑬。更にフィルター通過前　　　び臨床症状の重篤なものに粘蒲能の低い傾向を認め

後の赤血球数にも変鋤があり，夫々赤血球数を鋒定し　　ている。本疾患に対する治療対果の検謬寸として，in

て補正する必要から測定に時間を要し又誤差の増大す　　　vitroにおけるADPの添加では粘鵜躍は殆んど敵

る恐れがある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　善されず，位相整顕微鏡下での1飢小板凝纂過程の観察

　以E：の点よりin　vitrQにおける粘着性血小板の測　　でi（IL小板oilee度の凝集傾向，韓状突起の形成は認めら

定法として必要な条件は．（1）使用する抗凝圃剤が　　　れたが，granUlomerの遊出および血小販を中心とし

．血小板の粘着性に変化を与えない慕，（2）異物颪と　　たフイブリン網の集中像は認められなかつた。Hell－”

してのガラス表面積は一定で且つ比i咬的広い面積鮪　 ・m⑮嚇」血瑠1に劇・板の糊雛および轟纏能を増

’する事，〈3）nt1．小板と異物面との接触時間は一一定で　　強させる物質のある蟻を示し”Factor　R”と舶ずけ

且っ適切な畏さである事，　（4）採血より検査迄の時　　　たが，後にGaarder＆Laland⑱はこの物質がAI）P

間を一定にする事等である。これらの条件を満たすも　　　である蟻を証明した。HellemはこのFactor　Rを

のとしてHellemはガラx玉円柱を考案し，ク＝ソ　　　血小板無力癒患瀞の多血小板1血t漿に加えて粕新能に対

酸ソーダ加1血1液をこの管に通し，通過前後の血小板数　　する効果を検討しているが，本症例の場禽と同様にそ

の養を粘着性血小板数とした。この通過後の血小板数　　　の効果は認められなかつたと報沓していゐ。叉氷症例

め減少はガラスヨ｛ii麩面に血L小板が粘蒼したためと考丸　　　に対する新鮮並L　100認の輸1血Lで｛測難度の粘蕊率の．1外

　られるが，その他にガラス玉Fl柱通過という機械的刺　　　を認めたが著明でなく、更に血小板浮遊液5伽6ζり輸lllL

戟により血小板の破壊，フィブリン緕へのlftt小板の粘　　　では粘着率は薯明に増むrlして6i％なボし，　l　l漁時間も

藩あるいは血小板集塊の形成等による影響も考えられ　　　著明に短縮しその効果は約3田闘持続した。窯匙し位相

る．然しT・lli・⑭購鰍中の血4版曜卿・はか　差購鏡下での醸ではADP渤。の揚継鞭臆

なりの時聞を要する事を報告し，又De　RQbertis　　かつた。本症に対する治、、、法は現在の所緻症療演‘りみ
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であり，出血傾向に対するiL血剤の効果は疑わしく，　　　に吸蔚さ2Zて1（IL小板機能を障害しブPトVンビン消費

最も効果的な対策としては新鮮血輸血あるいは多並L小　　　が抑制きれると考えた。尿毒症爆者2例における血小

板輸lf旺が何効とされている∪本例ではir【1小板浮遊液の　　板粘着率の測矩では共にll二齢度の低下を示し，これは

効果が最も顕著であつた。然しそのlk姻L効果の特続時　　　1血ノ1・板機能障碍による一つのあらわれと考えられる。

間および抗体巌生の可能性等の間題から使用時には慎　　　　4．家兎に急i生傭illLを行なうと血小板数は術縫4日

璽な考慮を要するものと考えられる。　　　　　　　　　Elに最高に違する著増を示し，叉脾捌出を行なつた家

　血小板減少性紫斑病における粘謝封撫小板に1剰す　　　兎においても血小板数は4日目にiま著増を示したが，

る報告では，Moolten＆Vroman⑰，　Weiner　et　　いずれの場合もこの増加した血小板の大多数は精着性

a1⑲，　Bouna皿eaux⑲，田中⑭等はその減少を報告　　　．ltlL小板であつた。人体において手術，外傷あるいは分

しているが，Hellem⑮，　Lewalle　et　a1⑩等の報告　　　娩等による比較的大賊の急性出｛血後三警明な！血小働顧加

では・例を除いて正常値を示し，本例でも一例で低下　　　の起こる尋事はDetermann噸の報告以来一般に認めら

を示したが他は正常範囲～こあった。これら報告港によ　　れており，又この時期における並L小1お～は粘諮能の上昇

る粘薦率の相違は，疾患の訟tl走病期によりあるいは測　　　を示すとの報告がある⑭⑳。又動物実験でRichard－4

定方法の違いによるものと考えられる。　　　　　　　　　SOn⑱は家兎に大騒濃瓢Lを行なうと著ゆ」な楡球増多を

　』IL友病における粘漕率については，　Wright⑪はそ　　起こす事を認め，本邦でも山元⑲，丸11⑩等は憩性濾

の低下を認め，Sp・・n・・＆M・y・・⑩，　W。i…㊥，　』iしによ｝G，・・一一…：，ge・ililのlflt・J・1蝋加嫌告し，潟1血エセは礪

M…＆D・・1・・h㊥，H・ll・n・⑮，1琳1⑭紺・E常値　栓購加倣の灘オb’よび欄，ならび峨欝姻

を示すと幸艮告しており，本突験ではほぼ正常範囲にあ　　　子の蛮動を検討している。Matter等⑳，　Odel1等⑱

つた・Wrightの方法による測定では血友病の他に　　　はヲツトにおいて末梢置血中の血小板減少をi菰起させ，

Dicumarolで治療中の患者およびDicumarol投与　　　その後のlflL小板数ならびに轡髄li証核球の変化を検討

中の塚兎においてもその低下が報告されており⑲⑩，　　　した所，骨髄巨核球は血小板減少後蔵ちに著ゆヨな形態

従つてWrightの方法の様i：異物面と1血L液との撞触時　　　学的変化を起こす銀を電顕的に謝め，又末椚1鼠中へ

間の長い測定法では凝闘因子鐡の差もその測定纏に影　　　の．［fiL小板出現率は術後策3日目には正常時の約4倍

響をおよぼす為と考えられる。　　　　　　　　　　　　　に逮し，この時期における骨髄巨骸球は27％の増加を

　血小板粘着率のヒ昇を来たす疾患に関しては最初に　　示したと報告している。Craddock㊧は犬を用いて，

W・ight⑪が郵臓および薦期2こその上昇を儲　 Th・・mb・cyt・ph…si・撒により血小板減少を惹

し，Moolten＆Vromanl⑫は更に心筋硬窮，外傷　　　起させ，その後の血小板および骨髄巨核」球の変化を遣

壕，血栓々塞疾患，腫溺、皮腐疾患にもその上聯を来　　　求し，血小板減少を示す期間中は巨核球は漸次増加す

たすとし，その原因は組織の破壊によるものと考え　　　るが，それらは末熟型を示すものが多いとしている。

た。一一一・」IJT　Ei・en・t・lt「eX血栓静襟，閉蹴雌性　rs（・M・tt・・等⑳よラツトにおいて榊術を行なつた際

血管炎の濡動期には粘着能の上昇を認めるが，心筋硬　　　にも1血小板数の増加が起こる購を認めている。以上象　t．．

塞　血栓々塞疾患ではその上昇を謝めなかつたと報告　　　兎における実験で急盤潟1血および摘脾術後箸明に増加

している。著者の測定成績では，　EpaMlte，脳≧塞心　した血小板om，　M・tt・・等⑳の実験か雛測される様

筋硬塞のいずれでも粘着能の上昇は認められず，むし　　　に骨髄におげる未熟巨核球の成熟速度ならびに成熟鼠

ろ軽度の低下を示した。これらの疾患における粘着跳　　　核球からの1血小穣の生成放出速度の上昇によつて末梢

血小板の減少傾向は血擁形威傾向に対する生体の防衛　　　血中へ鋤員された新鮮な幼著血小板と考えられ，これ

反応の一つのあらわれと考えられる。　　　　　　　　　らの増加した血小板の多くは粘着性を有する事から，

　尿毒症患者では瞬々出1血L傾向の出現を羅めるが，　　　ltft小板の粘藩能は骨髄にて新生された幼若な1血小板程

Lewis㊥，　Rath⑧等はこれを血小板の質的異常によ　　　旺盛なものと考えられる。これらの事実は録常臨昧に

るものと暫え，Caha五ane等⑯は尿醸症患者8例につ　　　おいて比較的大鴛の失血を伴なう手術，外傷あるいは

いて凝血学的倹討を加え，prothrornbin　collsump一　　分娩後血小板増加を起：す時期に血栓症を起こし易

tion　testの異常および血小板第3因子f乍用の低下　　　く，又血小板減少にもとずく出⊥血L傾向に対しては貯蔵

を認め，尿轟症にみられる出血傾向はacquired　　血．小板ないし血小板代用物の静注より新鮮な生きた血

thrombocytopathyによるものとした。更にGei－一　　小板の輸血の方が止1fiL効果が大きいという＄の襲けけ

ger等⑭によると尿灘症患春の煎L漿中には異斜穿pho一　　　となると考えられる。

sphatidが認められ　この異常phosphatidが血小板　　　　5・血響1鞭碍部位における止血機構殊に．血小板が



54－（201）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　儒　州1　睡毛　註呂　　ム窃：15茎套

　　血管障碍部位に選択的に粘着し互いに凝集する機序に　　　中3例に肺内に散布する小、側塗と小1直瀞からの出1白Lを

　　関しては種々検討されているがなお不明な点が多い。　　　認めている。又Hellem⑯は兎にFacしor　Rを静注

　　Sawyer　et　a1⑳は障碍血管壁と血球との荷電関係に　　　した所，1血小板数はその直後よりi馴」に減少1．，2（）分後

　　注目して，犬総頸動豚を用いて通耽法により血管壁の　　に1象前値の約70％迄11復したとr艮葡し“ごいるゆ；班に

　　荷電状態嫉焔事によ端率に」血L小板J罐が徽さ　Hard・w・y・t・1⑰，　M・K・y・t・1⑳等1凱ノこに人の

　　れる事を証明し，この事から血管内皮が損傷を受ける　　　保存撫を輸血して不適禽車伽血tを1行なうと血小販減少

　　と荷電状態に変化を生じそれによって生じた陣蕾醒流　　　をきたし又服lltL傾向と広範な小111L管内凝雁KIが見曙ンれ，

　　が損傷血管壁に紺して（一）に荷電したICIt小板を慣傷　　　輸血を急速に行なうと肺の小1直贈；，　lj・1：．1踏Vl腸粘

　　血管壁に附蒋させると考えた。然し問じ荷電状態にあ　　　膜に多くの」血L検な作つて頓死したと報告tttている。

　　る他の血．球成分は何故附繭しないかという疑問が残　　　Krevan＄et　a1（難》ほ誤って50〔｝認の不適合愉1肯L盈：行な

　　る。このS・wyer等の方法畔じて教室の小1樽⑳　つた2例の患・留について翻し，1漁蜘lllならびにツ

　　は犬総頸動豚に【血栓を作1此し，その金身的ならびに局　　　イブリノーゲン，プロトPtソビソ，　JfiLd・懐等の減少

　所的凝1fiL因子の変動を検討し，ブpaトロンビン，篇　　　なきたした1ユ：を1報告し，これは源踊1した赤前L球か恥

　　V，第瓢因子，トプ形成試験での活性のL昇と，フイ　　　thrombopla．　estin－like　activi七yが遊離t瓢静豚内ifit

　　ブリノーゲンの減少を報告している。この爽験におけ　　　栓を作り，ツイブリノーゲン，プt・卜1・γビγが消嬰

　　るJfiL栓形成局所での1血小板数では，全例共lllL栓形伐部　　　される抽徽よるとi説明していゐ。この様に瀞仰赤1血L豫

　位より下流では上流に比し減少し，粘藩性上飢小板数で　　　の静ll三や生体内溶【鼠を1轟2．起させた際に1血L蛭形成および

　は逆に軽度の増加を示した。従つて下流中での粘着率　　　志卜lll【噸向のくるjl：は認められているが，その原悶につ

　では著明な増加が言認められた。血管壁の荷電状態の変　　　いては一簸の見解に逮してい欺い。灘断は溶血1液の繊

　化により血小板がその部位に受動的に附蒋するもの　　　体内における1虹小板ならびにその粘腋能に対する騨響

　　とすれば当然ド流中の澱i着1生」（iL小板は減少するものと　　　を検講するため1家兎に塚短溝1血し赤lnl球碧静総し、　i又燕

　考えられるが，この実験ては逆に増加を示し，ここに　　　溜水の静泣ならびに家兎血を犬に静alして生体内溶前L

　血小板の粘着能を高める様な何らかの機作が働いたも　　　を惹起させた場合について検討したところ，血小繊数

　のと考えられる。Hellemはin　vitroの寅験で赤血　　　は溶1貞t液静灘後L5分で最も滅少し，その後徹々に園復

　球が異物而と接触する辮によりFactQr　Rが遊離さ　　するが，蕉溜水静波では前糠と1剛蒙に頚旺小板の滅少癒

　れ，この物質が血小板を粘蒋｛生セニすると報告してお　　　きたすが，その減少速度は幾分遅延する傾向を総め

　　り，この薯からも下流中における粘齎性」血小板の増加　　　た。更セこ犬に不適僻命血を行なうと15分後には萌億の

　には赤血球の影響が彦えられる。従つて」血⊥管損傷部位　　　90％前後におよぶ著明な減少な示したが120分後には

　における血小板．血栓の形成には血管内皮の撮傷による　　　50～7u％まで園彼した。粘着性血小板数で鳳瀞血液静

　荷電状態の変化と，それに伴なう」血球成分の受鋤的な　　　注後15～30分で最も減少するが，その減少細よ1血L小販

　無管内皮への附着，更に赤、血球より遊離された何らか　　数のそれに比し軽度で，15分後の粘薔率は上斜した。

　の因子が血小板の粘着能および凝集能を九進させ1血　 蒸溜水静注でも粘着性血小板数は10分後に軽度の猷少

　小板血栓の形成を促進させるものと考えられる。　　　　を示したが30～60分後には逆に醍度の増加傾向を示

　　　6・赤1血L球ないし溶血赤血球の」血液凝固における作　　　し，粘着蝋では10分後に軽度の増加を，30～60分後に

　用については・95・年Shi・・w…⑳t・・lflL液ト・ンボブ　1譜卿・増加した．不適蹴血によ姓｛イ・麟蹴ひ

　ラスチyの形成には血小板の他に赤血球に存在する何　　　き起こした際には粘着性血小板数は15分後欝明に減少

　．等かの因子が必要である事を指摘して以来、数多くの　　　し120分経遡後もなほその園漫は認められず」血小掘数

耕購告醜されており・すでに小林⑳，灘⑳雛　の鋤と眼つ罐度を肌た。従つて構鞭は、5

“より轍舳蜘には血小棚ぎ咽子作凧岬Gお　分後および・20分㈱こ糊な邸を示した。又磁
　よびPTC作用の存在が確認されている。又溶、血性貧　　　合檎血後120分後の血液についてTEGな検ll寸すると
、’

撃ﾉおいては屡々並1栓々塞疲の合併する事が注目さ　　そのMa値は殆んどOに近くその粘藷率のfik下と糟え

　れ，K・eva・s　et・1⑭は燭の全J　t轍工により血小’合せて，この麟加した創、板は，その機能の1肝が

　板減少症と出血傾向の生来する・癖i：を報告している。　　　あるものと考えられる。又溶血腋および蒸溜水静注に

　N・1・・n…1⑯献麟血した血灘酬する畷　よる欄率の一t、sn・，および不齢轍、後・5分後に，尉

　固時閥の延艮と．出血傾向をきたす事を報告し，Foge1一　　る血小板算定に際し計算板中に数ケの」血小板小纂鷹を

m・n…1⑭はH・・m・ly・・t・獣に闘した所9例　認めた鰍り、溶・嫌中～・敵小伽欄能およ噸
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集能を充進させる作用を有し，このことが種々の溶ユllL　　I画L時間の延長は認められないとして，そのIL：．［血L機溝上

状態における凝1血1異常の一・因をなしているものと推測　　　における作用について疑間視している研究噺もいる。

される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　著者はセロトニンの1血小板機能におよぼす影響を検

　．7・近年商脂血症と動豚硬化ならびに血機症との間　　　討するため，叡兎にセロトmンを投与したところ，

には明らかな相関々係のあるtl’a：が注目され，その一・因　　　Nicolaのいう様な著明伽血小板増加は認められず，

として脂血L症により」f［L液の凝圃性が寛進するという数　　　その増加は蝶度にとどまつたが，粘蒲性血小板は投与

多くの研究報吉がある。古田⑳は動物性脂肪であるバ　後2～41賄轍こわたつて増加し，粘辮では糊に増

ター機取後には全血凝閲｝奪寺閲の短縮，TEGにおける　　　加することを知つた。　TEGでもMa値の増加は著明

rおよびkの短縮，第W因予およびトロンボプラスチ　　　で，iriL餅収縮能も軽度冗鵬した。然し血小板㌶3因子

ン形成能の増加，線溶能の抑制を謝めた。との脂肪摂　　　活性には著変を認めなかつた。従つてセロトニンは，

取による血液の凝固性のプL：進はその構戒々分である脂　　InL管収縮作用と共｝こ⊥flt小板の粘蒲能を充進させ，凝擁

肪酸の種類に関係し，飽和脂肪酸摂取時1こ凝固性が冗　　退縮な促進させる作用を有するものと考えられる。

遊するという報告がみられ，宮下⑳は各種脂肪酸につ

いてその凝固困子におよぼす影響を観察し，高級飽和　　　　　　　　　　　　績　　語

脂肪酸であるパルミチン酸，ステアリン酸はCa再加　　　　著葱はII血ならびに1血機形成の畢期過秘におけるJ血

凝固時間の短縮，1【［L溝のトプ形成能および第W因rの　　　小板機能，物に粘着性［tlL小板1こついて検紺し次の結果

増加，血除形成促進傾1‘1を有する覇：を認め，Copnor⑫　　　を褐た。粘蔚性1血L小叡の測定はIlellemの方法に準

も又飽和脂肪酸の炭素数の増すにつれて血詮形成時間　　　じ，一部故変して行ない，正常人における粘濫性」血小

の短縮を示す幽二を報告している。この様な高級飽和脂　　　根数ほ4．0～18．2×104、平均9＿3×1C4，　lfiL小板粘藩

肪酸によるJ翻塗形成促進作用の一・　Wとして，接触因予　　報は25．7～67．8％，平均40・5％を示した。

が活性化される築によるとの考えもある。誹者は兎を　　　　（ユ）　脅種疾患におけ為誼L小板粕齎躍では，」血小板

用いてパルミチン酸投与によるifiL小板ならびにその粘　　　無力癌のnd例で著閉な低下を示し，治療効果の検討で

藩能に対する彩響を検討したところ，1fiL小板数は投与　　　は煎L小板浮遊液50紹の輸血が歳も聴効で，鵬珀t時間，

後直ちに著明に減少しその後徐々に囲復するが，粘着　　　血L小板粘蒋率共糊男な改善を示し，効果は約7〔〕時聞持

率は逆に増加を示した。この審よりパミルチン酸は皿L　　続した。尿灘症では中等度の低下を，ue　lflt病，癌疾患

小板の粘蒲能をたかめ，それにより一過性に通正小板の　　　でも軽度の低下を示した。脳1虚正栓，脳纂栓，心筋硬縷

小集塊が形成され流血中の血小板滅少を招来したもの　　　等の凝圃能充進状熊と考えられる疾患では粘蒲率の上

と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　輿は総められず，むLろ軽度の低下を示した。血友病

　8．血小板中には盤窟なセPtト＝ンが含まれてお　 A・特発性血小板減少性紫斑病，再生不良性貧血，溶

り，これは血膜中よりactive　processにより吸蒋さ　　血性貧血，鉄欠乏性貧血等の血液疾患ではほ隈正常範

れたものであると考えられている。小動静豚の出血　　　闘にあり，又肝疾患でも，慢性肝炎で軽度の低下を承

に際しては血小板は血管損傷部位に集合附着し互いに　　すものがあつたが，大部分は正常値を示し，肺結核，

凝集してplatelet　plugを形成し1更にviSCOUS　　糖尿病でも正常値を示した。

metamorphosisを惹起するが，この際血管収縮の起　　　　（2）　塚隠に急性灘亘且および脾易【j出を行なうと，い

こる事が認められており，これは1血小板から放繊され　　　ずれも4日目に最高に遷する血小板数の著増を起こ

たセロト・・　Vの作用によるものと考えられている。こ　　　し，その増加した血小板は主として粘着性血小板によ

の様に血小板セロトニンは止血機構上璽要な役割を演　　　るものであつた。又TEGにおいても脾捌繊俵4H目

じており，SZ．　Ni・・la・t・1⑳は動物に柳ト＝wA．．　にM・値は糊に増大した。

投与したところ著明な血小板増多をひきおこしたが，　　　（3）犬総頸動豚を用いて通電法により∫側琵を形成

TEGのMa値および他の凝固悶子には著変を認めな　　　し，その通電部位の上流，下流中における血小板の変

かつたと報告している。一方Barkhan㊥はlt［Lrwセ　P　　　動を観察すると、血小板数は全例共上流に比し下流中

トニン量と胤血傾向との間には網関関係の認められな　　　で滅少を示すが，粘着性血小板数では逆に下流中で増

い事を肌1、St・f・ni・i＆M・gli・i⑯齢小轍少症　加馳を示した．従つて下榊で・tu小板粘解1壮

の患瀞こセロト・＝ソを投与しても撫血時闘の短縮およ　　流巾のそれに比し著明な増加を示し，組織学的には明

び出葺且傾向の改善は認められず，更にReserpine投　　　らかな」血小板血栓の形成が認められた。以上の慕から

与により血小板vlt　Ptトニソを著明に減少せしめても出　　　何等かの機点で」血管内皮に荷電状態の変化が起こると



56－（203）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ言　少1・【　医　詫㌫　　葬5】5讐

　血小板はその部紘に附着し，更に粘藩能，凝集能の尤　　　Blood，9：　843，1954　⑤Borchgrevink，　C・F・＆

　進が起こり血栓形成が促進されるものと考えられる。　　　Waaler，　B，　A．：Acta　med，　scand，，162：361，1958

　　（4）家兎にi家兎溶血液を静ゐ1三すると，15分後には　　　⑥Cauwenberge，　H，　van，＆　Jaques，　L　I3、：

　血小板数，粘着性血L小板数共に著明に減少し，その後　　　Amer，　J．　Physiol．，　t35：547，ユ942　⑦Zucker，

　徐々に回復するが，粘着率は15分後ないし30分後には　　　M．B，＆Borrelli，　J．：J，　apPl．　PhysioL，14：s75，

　増加を示した。又家兎に蒸溜水を静注して生体内溶」血L　　ユ959　③Quick，　A，　J．＆Hussey，　C．　V．：Prec，

　を起こさせると，前者とほぼ同様の経過を示し，血小　　　Soc，　exp，　Biol，＆Med，80：40，1952　　（DMora一

　板数はユ0分ないし30分後に，粘譲1‘～性血小板数は10分後　　　witz，　P．＆Jttrs・ens，　R，：Mtinch．　med．　Wschr．、

　に減少するが，粘藩率は30分後に著明な増加を1認め　　77：2001，1930　　⑩Wright，　H．　P．：J，　Pat11・

　た。従つて溶lrtt赤ltUE・Nには血小板の湾ll！i着能を冗進させ　　　Bact，，53；255，1941　　⑪Mooltan，　S．　E．＆Vro・・

　る作用を有するものと考えられる。更に犬に家蒐並Lを　　　！ua11，　L・：Amer．　J．　clin．　Path．，　G91701，：L949

　輸血すると，蔵ちに著明な溶血を起こし，15分後には　　　⑫川出輿坂；1］循誌，15：148，1951　⑬伊藤恭一：

　血小板数，粘着性1血小板数共著朋働戒少靴示した。又　　　日血会諒，17：292，11　954　⑭田中隆一・：1三lln1余誌、

　］．5分後の血小板数卸定に際しては，11TL小板は計算室【ノヨ　　20　t　270，1957　⑯Hellem，　A．　J，：Scand。　J．　clin．

　で所々に小凝集塊を形成しており，」nivJ・板相互の凝鰯　　Lab　1nvest．12：SUpp1。51ほ960　⑯DOu繕1as，

　能の冗進が推測された。輸i血後24時間後に．に1血L小板数　　　A．S・＆Bi駆s，　R，：」，　clin　Path、，6123，1953

　は前値のほぼ70％近くまで回復したが，粘縦klllt小板　　　⑰Hartert，　H．：Klil1．　Wschr．，26　：　37，1948

　の圓復は軽度で，精著率は減少を示した。同時にlll1腱　　　⑱Leel　R．　L＆White，　P。　P，：Amer．　J，　med・

　　したTEGでは血小板数の回復にも拘わらずM駄値は　　　sci．，80：62i，1～〕23　　⑩松岡松三：質疑応審斑、一一

　殆んど0を示し，増加したlfM小板の機能低下融示し　　般診断治療篇，診断、256頁，中外医学祉，1958

　た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳荻原洋羅；僑州医誌，6：z52，1957　　⑳Koli¢r，

　　（5）パルミチソ酸を象兎に静泣すると，15分後に　　F．，Loelinger，　A．＆Duckert，　F。：Ac七a　haemat．，

　は血小板数は著明に滅少し，粘着性血小板もほぼ平行　　　6二1，195⊥　⑳松岡松三：日1血L会認，19；495，1956

　　して減少し　その後徐々に回復したが，血小板粘蹟率　　⑳松岡松三・佐竹潤人・深沢　英：臨床検査，2：61，

　では15分後にはかなりの増加を示し，その後もなお増　　　1958　　⑭小林隆治・他：日甑会誌，27：373J　19G4

　加傾向をたどったo　　　　　　　　　　　　　　　⑳Sawyer，　P．　N．＆Pa七e，　J．　W．：Amer，　J．　Phy－－

　　r6）　セロト＝ンを象蒐に筋注しlllL小板数，粘着1生　　si。L　175：103，1953　⑳Y。shida・K・3日本外科

　血小板，TEG，血小板第3因子作用，血餅収縮力を　　宝函，33：502，1964　　⑳Shinowara，　G，　Y．：J．

　検討すると，2時間後には血小板数，粘齎性工血小板　　Lab．　clin　Med．，38：11，1951　⑳小林和雄：日lftL

　数，粘蔚潔は共｝こ増加し，その後徐々に箭値に炭る　　　会誌，22：37，1948　　⑳荻原洋三・他：最新陵学，
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